
体育科（保健領域）学習指導案  

 
       

  

   

 

１ 単元名 （２）体の発育・発達（イ）思春期の体の変化 

 

２ 単元について 

 本単元は、体の発育・発達について、一般的な現象や思春期の体の変化などについて理解できるように 

すること、体をよりよく発育・発達させるための生活の仕方について理解できるようにすること、体の発 

育・発達に関する課題を見付け、よりよい解決に向けて考え、それを表現できるようにすることをねらい 

としている。 

 思春期を迎えるこの時期の児童にとっては、体つき等の変化に対して関心が高い。しかし、体つき等の 

変化には個人差がある。そのため、性に関してもつ悩みは一人一人異なってくる。これから迎える変化に 

対して、正しい知識を身に付けた上で向き合い、付き合っていくために、本単元の学習は非常に重要なも 

のとなる。 

 

３ 児童の実態 

（１） 知識及び技能 

 

（掲載省略） 

 

 

 

 

 

（２） 思考力、判断力、表現力等 

    

（掲載省略） 

 

 

 

 

 

（３） 学びに向かう力、人間性等 

   

（掲載省略） 

 

 

 

 

 

 

 



 

【保健授業前アンケート】 （男子１０名 女子１０名 計２０名） 

質問１保健の学習は好きですか。 好き 

   １０人 

どちらかというと好き 

    ９人 

どちらかというときらい 

    １人 
きらい 

    ０人 

理由：体に良いことや良くない

ことを知れるから 

   体のことについて知れるから 

理由：自分の生活を振り返るの

が難しいから 

質問２健康は大切だと思いますか。 はい  ２０人 

理由：健康でないと病気になっ

てしまうから 

   好きなことをしたり、勉

強をしたりできなくなっ

てしまうから 

   命に関わるかもしれないから 

いいえ   ０人 

理由：なし 

質問３大人と子どもの体はどのような所

がちがうと思いますか。 

回答：体の大きさ、手の大きさ、食べる量、体力、歯の数 

質問４男の子と女の子の体はどのような

所がちがうと思いますか。 

回答：声のトーン、体のやわらかさ、髪型、力、のど 

骨のつくり、プライベートゾーン（股）、赤ちゃんを産む 

質問５自分の体が大人に近づいているな

と感じることはありますか。 

はい  １５人 いいえ   ５人 

回答：身長が伸びたとき 

   子供の歯が大人の歯にな

ったとき 

   成長痛になったとき 

回答：大人に近づいているとあ

まり感じない 

   着替えのとき 

質問６体の変化について恥ずかしいと思

いますか。 

はい   ２人 いいえ  １８人 

理由：子供なのにちょっと大人   

   の体型になるから 

 

理由：成長することは良いこと

だから 

   大人になるために必要な

ことだから 

   みんな同じだから 

   自然に変化するから 

質問７異性の友だちと話すとき、はずか

しくなることはありますか。 

はい   ０人 いいえ  ２０人 

理由：なし 理由：友達だから 

   話すと楽しいから 

   みんなと仲良くなるのは

良いことだから 

質問８異性の友だちにちょっかいを出し

ておこられたことはありますか。 

はい   ３人 いいえ  １７人 

質問９自分の体について学習することは

大切だと思いますか。 

はい  ２０人 いいえ   ０人 

理由：病気にかかるのを少しで

も防げるから 

   働きについて大切なこと

がたくさんあるから 

   自分の今の体のことを知

ることができるから 

   自分の体を知ることは大切だ

し、異性との違いも知らなけ

ればいけないから 

理由：なし 

 

質問１０保健の学習で知りたいことはあ

りますか。 

回答：男の子の体と女の子の体はどうして違うのか。 

   生まれてから身長が何㎝伸びたのか。 

   女の子の体の仕組みがどうなっているのか。 

   自分の生活が良いのか悪いのか。 

 



４ 教師の指導観 

（１） 知識及び技能 

   本単元では、年齢や思春期に伴う体の変化、発達について重点を置いて指導していく。児童は、「健康

でいることの大切さ」はよく理解している。また、規則正しい生活の大切さについても身に付いてきてい

るように感じる。しかし、自分の体や発達について理解している児童は少ないため、自分や相手の体に現

れる「変化」を知識として確実に身に付けさせる。また、児童自身に発達に関しての実感がないため、本

単元での学習により知識が先行することになる。その際、本学習を自分ごととして捉えて学ぶことができ

るように、以下の手立てを講じる。 

 

〈手立て ICT を活用した教材の工夫〉 

 ・生命の安全教育の動画教材の活用 

生命の安全教育の動画教材「じぶんだけのたいせつなところ」（２分３０秒）を活用してプライベート 

ゾーンについて知り、自分の体は大切にするべきだという意識をもたせる。映像と合わせて正しい知識を 

取り入れることで、児童が体の発達についてイメージしやすくなる。また、自分の体にまだ発達が見られ 

ない分、映像を示して視覚化することで今後起こりうる体と心の発達や事象への対応の仕方を考えられる 

ようにする。 

 ・オクリンクプラスの活用 

   タブレットを活用し、実際に作業を取り入れながら知識の習得を目指す。知識のない状態で体に現れる

変化をまとめようとしても、難しい児童もいる。そのため、穴埋め問題形式や解答を移動させることので

きるデータを作成し、全員が取り組めるようにする。また、色分けやグループ分けもできるようにするこ

とで、考えの整理や比較もしやすくなり、男女の差や個人差についても触れながら学習できる。 

 

（２） 思考力、判断力、表現力等 

   本単元は、男女の体のしくみや発達に関する学習であるため、グループワークを行う際に「自分たちの 

  体について」話し合わせることは知識を身に付けさせた上で行う。そのため、授業の前段 

で知識を習得するために「知る」学習や「みる」学習を中心に行い、後段では、習得した知識を「探求」 

し、日常生活で「活用」できるようにしていく。児童一人一人が本時の課題の解決方法について考え、自 

分の考えをもって学び合える学習の充実を図る。具体的には、以下の手立てを講じる。 

 

〈手立て 自分の考えを表現し、活用していくための学習活動の工夫〉 

・グループ別ケーススタディの実践 

日常生活で起こりそうな場面を設定し、自分の気持ちや相手の立場に立った発言や対応などについて 

考える。架空の人物を想定することで、学習者の率直な気持ちや考えを引き出せるようにする。また、グ 

ループごとに 1 枚のケースシートを配ることで、個人の意見ではなくグループとしての意見として発表し 

やすくさせる。グループごとにケーステーマを分けることで、限られた時間の中で様々なケースでの対応 

について共有できる。前段で習得した知識をそれぞれのグループが活用し、思考の末に多様な解決方法が 

生み出されることが期待できる。 

 ・自分ごととして捉えやすくするための問い返し 

   単元を通して「どうして、〇〇を学ぶの？」「知らないとどうなるの？」という学習の意味を問う問い

返しを、教師側から行う。それにより、自分の体の変化や学習内容に対してもつ「恥ずかしい」という感

情を薄め、「大切な学習である」という意識付けがしやすくなる。また、繰り返し問い返すことで児童の

思考に迫り、自分の考えをもつ児童が増えていくよう指導していく。 

 

 

 

 



（３） 学びに向かう力、人間性等 

   単元を通して、児童が自分の発達に関して不安を感じないよう、「個人差がある」ということと「誰に 

でも関わる大切なこと」ということを肯定的に捉えて指導にあたる。また、事前に行ったアンケートをも 

とにそれぞれが抱えている思いを紹介、共有、考えることで発達を身近に感じ、恥じらいをもたずに学習 

に向かわせる。児童がもつ「〇〇について知りたい！」という主体性を大切にし、抑えるべきところと繋 

げていくような指導を目指す。 

   また、体の発育や発達について考えることは、自分自身の体とその成長を大切にしようとする態度を育 

成することにも繋がる。自分の体を大切にすることは相手の体を大切にすることにも繋がるため、思春期 

の体の変化について肯定的に受け止めることのできる児童を育んでいく。 

 

〈手立て 自己や他者に対しての肯定的な雰囲気を生み出すための工夫〉 

・導入のゲーム化 

  毎時間の導入で、ゲーム感覚で取り組めるクイズなどを取り入れる。それにより、児童の緊張感が和ら 

ぎ、発言しやすくなる空間ができる。また、客観的な視点と自己の視点を織り交ぜた導入にすることで、 

考えの幅も広がる。学習の中で児童が安心して学ぶことができるよう、常に温かい雰囲気で学習すること 

を教師自身も心掛けていく。 

 

５ 単元の目標 

（１） 年齢に伴う変化と個人差、思春期の体の変化、体をよりよく発育・発達させるための生活について理

解することができるようにする。                      〈知識及び技能〉 

（２） 体の発育・発達について、課題を見付け、その解決に向けて考え、それを表現することができるよう

にする。                           〈思考力、判断力、表現力等〉 

（３） 体の発育・発達について、健康の大切さに気付き、自己の健康の保持増進に進んで取り組もうとする

ことができるようにする。                    〈学びに向かう力、人間性等〉 

 

６ 評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①身長や体重など年齢に伴う体の
変化と個人差について、理解し
たことを言ったり書いたりして
いる。 

②思春期には、体つきに変化が起
こり、人によって違いがあるも
のの、男女の特徴が現れること
について、理解したことを言っ
たり書いたりしている。 

③思春期には、初経、精通、変声、
発毛が起こり、異性への関心も
芽生えること、これらは、個人
差があるものの、大人の体に近
づく現象であることについて、
理解したことを言ったり書いた
りしている。 

④体をよりよく発育・発達させる
ための生活の仕方には、運動、
バランスのとれた食事、適切な
休養及び睡眠などが必要である
ことについて理解したことを言
ったり書いたりしている。 

①体の発育・発達について身長や
体重など年齢に伴う体の変化や
思春期の体の変化、体の発育・
発達に関わる生活の仕方から課
題を見付けている。 

②体の発育・発達について、自己
の生活と比べたり、関連付けた
りするなどして、体をよりよく
発育・発達させるための方法を
考えているとともに、考えたこ
とを学習カードなどに書いた
り、発表したりして友達に伝え
ている。 

①体の発育・発達について、課題 
の解決に向けての話合いや発表
などの学習や教科書や資料など
を調べたり、自分の生活を振り
返ったりするなどの学習に進ん
で取り組もうとしている。 



７ 単元の指導と評価の計画（全４時間）本時は〇印 

 

時 学習のねらい・学習活動 知 思 態 評価方法 

１ 

Ⅰ ねらい 

・体は、年齢に伴って変化すること、また、体の発育・発

達には、個人差があることを理解できるようにする。 

 

Ⅱ 学習活動 

１ 手形・足形・身長クイズをする。 

２ 本時の課題を確認し、学習の見通しをもつ。 

３ １年生から４年生までの身長の伸びグラフを作り、自

分の発育量を知る。 

４ 友達と比較して気づきを共有する。 

５ 発育・発達について知る。 

 

 

 

 

 

６ 本時の学習のまとめをする。 

７ ケーススタディをする。 

８ 本時の学習の振り返りをする。 

 

①  

① 

観察 

ワークシート 

○2  

Ⅰ ねらい 

・体は、思春期になると次第に大人の体に近づき、体つき

が変わり、変声や発毛などの変化が現れることを理解で

きるようにする。 

・体の発育・発達について年齢に伴う体の変化や思春期の

体の変化から課題を見付けることができるようにする。 

 

Ⅱ 学習活動 

１ 体つきクイズをする。 

２ 本時の課題を確認し、学習の見通しをもつ。 

３ 思春期について確認する。 

４ 思春期の体に表れる変化を予想する。 

５ 思春期に起こる体つきの変化について知る。 

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時の学習のまとめをする。 

７ 自分たちの体を大切にする方法をグループで考える。 

  （ケーススタディ） 

８ グループの考えを共有する。 

９ 自分たちの体を大切にする方法をまとめる。 

10 本時の学習の振り返りをする。 

 

 

 

 

② ① 
観察 

ワークシート 

主たる学習内容（知識） 

・身長や体重は、年齢に伴って変化すること。 

・

主たる学習内容（知識） 

・  

思春期には、体つきのほかにも変声や発毛などの

変化が表れること。



３ 

Ⅰ ねらい 

・初経、精通などが起こる時期には個人差があること、また、

思春期には異性などほかの人への関心が芽生えることを

理解できるようにする。 

 

Ⅱ 学習活動 

１ インタビューを読み、体の中の変化について考える。 

２ 本時の課題を確認し、学習の見通しをもつ。 

３ 体の中に起こる変化について知る。 

 

 

 

 

 

４ 心の変化について知る。 

 

 

 

５ 本時の学習のまとめをする。 

６ ケーススタディをする。 

７ 本時の学習の振り返りをする。 

③  
観察 

ワークシート 

４ 

Ⅰ ねらい 

・体をよりよく発育・発達させるには、適切な運動、食事、

休養および睡眠が必要であることを理解できるようにす

る。 

・体の発育・発達について、自己の生活と比べたり、関連付

けたりするなどして、体をよりよく発育・発達させるため

の方法を考え、伝えられるようにする。 

 

Ⅱ 学習活動 

１ 運動・食事・睡眠が大切な理由を考える。 

２ 本時の課題を確認し、学習の見通しをもつ。 

３ 運動・食事・睡眠の３つのグループに分け、それらが成

長にもたらす効果について考える。 

４ グループごとの考えを全体で共有する。 

５ 本時の学習のまとめをする。 

 

 

 

 

 

６ 運動の取り組み動画を視聴する。 

７ 本時の学習の振り返りをする。 

④ ② 
観察 

ワークシート 

主たる学習内容（知識） 
・思春期には、初経、精通が起こること。 
・

主たる学習内容（知識） 
・思春期には、異性への関心も芽生えること。

主たる学習内容（知識） 
・



８ 本時の学習と指導（２/４） 

 

（１） ねらい 

・体は、思春期になると次第に大人の体に近づき、体つきが変わり、変声や発毛などの変化が現れることを理解

できるようにする。                                 〈知識及び技能〉 

・体の発育・発達について年齢に伴う体の変化や思春期の体の変化から課題を見付けることができるようにする。                                     

  〈思考力、判断力、表現力等〉 

 

（２） 準備 

・ワークシート ・タブレット ・生命の安全教育資料 ・ケーススタディ資料 ・教科書 ・大型モニター 

 

（３） 展開 
時
間 学習内容・活動 指導上の留意点（〇指導 ◆評価規準） 

導 

入 

5 

分 

１ 体つきクイズをする。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

〇赤ちゃん、子供、大人のシルエット写真を順に示

し、クイズを出す。 

〇赤ちゃんや子供の違いの分かりにくさについて触

れ、本時の課題に繋げられるようにする。 

〇なぜ、「男女の体の成長」を学習するのかを問いか

け、本時の課題を焦点化する。 

展 

開 

① 

15 

分 

２ 本時の課題を確認する。 

 

 

３ 「思春期」という言葉の意味を確認する。 

 

 

４ 思春期の体に表れる変化を予想する。 

 

 

 

５ 全体で確認し、思春期の体つきの変化について知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇「思春期」の時期には、体の変化が表れることを

抑え、今後の活動にスムーズに入れるようにする。 

〇タブレットを活用し、男子の特徴、女子の特徴を

それぞれカードに入力できるようにする。 

〇男女のちがいについて注目できるよう助言する。 

〇体つきの変化には個人差があることを押さえる。 

〇体だけではなく、変声も起こることを伝える。 

〇大人に近づいていくほど、男女のちがいが分かり

やすくなることを理解できるようにする。 

〇大人の体に近づくことで、新しい命を生み出す準

備をすることを押さえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇体つきの変化は成長する上で非常に大切なもので

あるため、変化を恥ずかしがるのではなく自分の

中の大切なものとして扱っていくことを押さえら

れるようにする。 

【学習課題】 思春期に起こる体の変化を知り、自分たちの体を大切にする方法を考えよう。 

どちらが男子で、どちらが女子でしょうか。 

主たる学習内容（知識） 
・  
思春期には、体つきのほかにも変声や発毛など
の変化が表れること。

◆思春期には、体つきに変化が起こり、人によ
って違いがあるものの、男女の特徴が現れる
ことについて、理解したことを言ったり書い
たりしている。 

（観察・ワークシート）【知識・技能】 

△「努力を要する」状況（C）と判断される児童への
指導の手立て 

・選択肢から近いものを選択するように助言する。 
◎「十分満足できる」状況（A）と判断される児童の 
具体的な姿 

・これまでの経験や情報から、選択肢から選択し 
た根拠も見つけることができている。 



６ 本時の学習のまとめをする。 

 

 

 

 

 

展

開

② 

18

分 

７ 自分たちの体を大切にする方法をグループで考える。 

 

ケース 

① 「時間がないから」と言って、周りの目を気にせずに

教室で服を脱いで着替え始める A さんがいた。 

② 自分の体が友達よりも発達していることに気づき、

発育測定や内科検診などを嫌う B さんがいた。 

③ 友達の体をペタペタと触る C さんがいる。 

 

－ 自分たちの体を大切にするために － 

① A さんのためになる言葉がけを考えよう。 

② B さんのためになる言葉がけを考えよう。 

③ C さんのためになる言葉がけを考えよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ グループでの考えを共有する。 

 

 

〇生命の安全教育の動画教材「じぶんだけのたいせ

つなところ」（２分３０秒）を活用してプライベー

トゾーンについて知り、自分の体は大切にするべ

きだという意識をもてるようにする。 

〇グループごとに与えられたケーススタディについ

て考え、それぞれの場合に合った方法について考

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇全体で共有する際に、自分のグループとは違うケ

ースに対する考えを知ることで、それぞれの立場

や場合でできることについて学べるようにする。 

 

ま

と

め 

7 

分 

９ 自分たちの体を大切にする方法をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 本時の学習の振り返りをする。 

 

 

 

〇自分たちの体を守るのは自分たちであることを抑

え、今後の成長を受け止め、大切にしていくこと

をまとめられるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇本時の学習を通して、これから生かしていきたい

ことやさらに知りたいことなどを書けるよう助言

する。 

 

 

 

 

◆体の発育・発達について身長や体重など年齢
に伴う体の変化や思春期の体の変化、体の発
育・発達に関わる生活の仕方から課題を見付
けている。 

（観察・ワークシート）【思考・判断・表現】 

《予想される児童の反応》 

・みんながいるから、着替えは更衣室でした方がいいよ。 

・着替えるときは隠した方がいいよ。 

・体の変化はみんなに起こることだから気にしなくてい

いんだよ。 

・身長や体重にも個人差があるから大丈夫だよ。 

・触られて嫌な人もいるから、触らない方がいいよ。 

・体はとても大切だからむやみに触ってはいけないよ。 

知識のまとめ 

△「努力を要する」状況（C）と判断される児童への
指導の手立て 

・これまでの学習内容を、板書や生命の安全教育 
資料の掲示を用いて振り返らせ、考えられるよう 
にする。 
◎「十分満足できる」状況（A）と判断される児童の 
具体的な姿 

・その場の対処法だけでなく、今後同じことが起き 
ないようにする予防の視点も考え、伝えている。 

自分たちの体を大切にする方法のまとめ 
 
① 体の変化には、個人差があるが誰にでも起こる

こと。だから自分の成長を大切にしていく。 
 
② 自分の気持ちと相手の気持ちを尊重しながら、

行動していくことが大切。 



９ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 本時の資料 

 

〈体つきクイズ パワーポイント資料〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思春期にあらわれる変化            〇思春期の体にあらわれる          ○ま  思春期に起こる体の変化は、 

                             変化を考えよう！                  男子はがっしりした体つきに 

○課   思春期に起こる体の変化を知り、                                 なり、女子は丸みのある体つ 

自分たちの体を大切にする方法を                                  きになる。変化には、個人差 

考えよう。                                                 がある。 

 

★思春期…子どもから大人へ体の変化が                              ケーススタディ 

        あらわれる時期                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〈体にあらわれる変化 オクリンク資料〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈ワークシート〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〈ケーススタディ〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇こんなとき、どうしたらいいだろう？ 

「時間がないから！」と言って、周りの目を気にせず

に教室で服をぬいで着がえ始める A さんがいた。  
 

☆A さんのためになる言葉がけを考えよう！ 

（    ）班の考え 

 

 

〇こんなとき、どうしたらいいだろう？ 

自分の体が友達よりも発達していることに気づき、

発育そく定や内科検診などをきらう B さんがいた。 

☆B くんのためになる言葉がけを考えよう！ 

（    ）班の考え 

 

〇こんなとき、どうしたらいいだろう？ 

友達の体をペタペタとさわる C さんがいる。 

 

☆C さんのためになる言葉がけを考えよう！ 

（    ）班の考え 



〈事後指導…家庭学習用ワークシート（ぶんけい 保健テスト付属ワークシート）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 児童の振り返り（授業後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


